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1. 研究目的 

日本沿岸の波エネルギーの賦存量は，全国平均で 6kW/m と推測されているが，この波エネルギーは我が国

ではほとんど利活用されていないのが現状である．著者達は，5 年間に渡り消波機能と送水機能（ポンプ機

能）を兼ね備えた浮遊渚(円錐形状浮体)を開発し，用途に合った改良を重ねてきた．1), 2) 

本研究では，図-1 に示す様な浮遊渚を開発した．形状は

波向に左右されにくい円錐形で，斜面に中央部より等間隔

に放射状に延びた収斂堤，越波した水が入る受水枡，装置

下部に水粒子の運動エネルギーを散逸することを目的とし

たスカートと頂部の穴から下方に伸びた送水管で構成され

ている．現象的には，浮遊渚が上下運動するポンプ作用に

よって波エネルギーを位置エネルギーに変換し，その落差

によって送水する装置である．また，ウエイトで越波揚程

を調節することで，各波高に対する消波率と送水効率を最

適にすることが可能である． 

今回は斜面勾配を 1:1 の急勾配にした図-1 に示す受水枡

の容積を大きくした 3 号機(斜面勾配 1:1)を開発し，越波揚

程と波高，波の周期を変化させたときの送水量と効率を求

めるとともに，送水管に 2 次元流速計を取り付けパイプ内

の中心流速を測ることによってパイプ内の流量を求め，水

槽で求めた流量との比較検討を行った．波エネルギーを利

活用したこのような装置が実用化されることによって，閉

鎖性海域等の水質改善に役立つとともに，更には送水量が

増加することにより波力発電装置へ展開できるものと考え

られる． 

 

2. 実験方法 

送水特性実験は図-1 に示す直径 1.53m(縮尺 1/17)の 3 号

機 1 基を用いて行った．実験条件は表-1 に示す入射波条件

で，不規則波による実験を行った．越波揚程は，2cm から

8cm まで 2cm きざみで変化させた．送水量の計測は浮遊渚

と連結した水槽に設置した波高計と送水管に取り付けた 2

次元流速計から求めた．入射波エネルギーと送水エネルギ

ー及び効率は式(1)より算出した． 

また，送水管内の中心における平均流速ｕから求めた送

水流量を Qt とした． 

 

図-1 浮遊渚模型（3 号機）

図-2 波高と送水量の関係(揚程 4cm) 

表-1 入射波条件 
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 Pw=0.44H1/3
2×T1/3×B 

P=ｇ×Q×h  

η=P/Pw 

ここで，B:浮体幅(m)，Q:送水流量(m3/s)，h:揚程(m)， 

Pw:入射波エネルギー(kW)，P:送水エネルギー(kW)， 

η:エネルギー効率である． 

 

3. 実験結果および考察 

本研究により得られた結果は下記の通りである． 

(1)図-2 は，揚程 4cm の場合の周期をパラメータにしたとき

の波高と送水量との関係である．どの周期においても波高

が高くなるにつれ流量が増加する傾向となった． 

(2)図-3 の波高と効率の関係から，どの周期においても波高

5cm のときの効率が最大であり，周期が短い場合において

効率が高いことがわかる．これは波高が揚程より高くなり

すぎると受水枡を越波してしまうため，効率が下がったと

考えられる．今回の実験では，揚程 8cm，波高 8cm，周期

1.00sec のときに効率は 33.25%となった． 

(3)図-4 は，波高 5cm，周期 1.25s における浮遊渚近傍の入

射波と流速の時系列である．流速 u と波高 H1/3 がほぼ同じ

波形となっており，従って，送水流量は入射波の波高と周

期に関係する． 

(4)図-5 は，揚程をパラメータにしたときの水槽から実測し

た流量 Q と送水管中心流速から求めた Qt の関係である．

揚程に関係なく式(2)の線形の関係がある． 

 Q=0.9442Qt+388.7   (Q,Qt:cm3/s) ･･･(2) 

この関係式を用いることにより，周囲水に自由放流する場

合の放流流量を算定することが可能となる． 

(5)1，2，3 号機について波高及び周期と送水量の比較を行

った結果，3 号機の送水量がどの波高においても最大であ

ることから，傾斜板が急になり受水枡の容積が大きくなる

ほど送水量が増加する．また，同時に測定した加速度の値

から，3 号機は heaving がかなり小さくなり，これも受水枡

の水量が影響しているといえる． 

4. おわりに 

今回の 3 号機は，既往の報告 1), 2)で使用した実験模型と形状が異なるため実験結果も若干異なった．今後，

用途に見合った改良を重ねるとともに，浮体運動としての解析を行う必要がある． 
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図-3 波高と効率の関係(揚程 4cm) 

図-4 波高と流速の関係(揚程 4cm)

図-5 流量 Q と Qt の関係
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